
 

 

 

 

 

 

 

朝⽇放送グループホールディングス株式会社 
2023 年 3 ⽉期決算説明会 
 
2023 年 5 ⽉ 22 ⽇ 



 
 

 

登壇 

 

司会：アナリスト、投資家の皆様、⼤変お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいま
より、朝⽇放送グループホールディングス株式会社の 2023 年 3 ⽉期決算説明会を開催いたしま
す。どうぞよろしくお願いいたします。 

本⽇のご報告内容は、まず 2023 年 3 ⽉期決算、続いて、中期経営戦略 NEW HOPE 2nd STAGE
となっております。 

説明時間はおよそ 40 分を予定しており、その後、質疑応答を⾏います。説明会全体のお時間は、
1 時間を予定しております。 

それではまず、朝⽇放送グループホールディングス株式会社、代表取締役社⻑の沖中進より、ご挨
拶申し上げます。 
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ご挨拶
朝⽇放送グループホールディングス㈱

代表取締役社⻑
沖中 進

 

沖中：皆さんこんにちは。朝⽇放送グループホールディングスの沖中でございます。本⽇はお忙し
い中、弊社決算説明会にお時間いただきまして、ありがとうございます。また⽇頃、皆様には弊社
をお引き⽴ていただきまして、厚く御礼を申し上げます。 

さて、新型コロナ感染症も、この 5 ⽉連休明けをもちまして、5 類に移⾏いたしました。いわゆる
普通の⽣活、ニューノーマルが始まろうとしております。 

しかしこの 3 年間、⼈々の⽣活、私達の⽣活や、それからメディア環境、それにテクノロジーのす
ごい進化、めまぐるしく環境が変わってきました。 

そんな中、弊社は、放送メディア事業をコアとしながら、その枠を超えて成⻑すべく、総合コンテ
ンツ事業グループを⽬指して、今、引き続き、成⻑を⽬指しております。 

本⽇は、昨年度決算内容のご説明と、それから先⽇リリースいたしました、弊社の中期経営計画、
中期経営戦略と呼んでおりますけれども、こちらのアップデート版と⾔いますか、2nd STAGE と
銘打っておりますが、そちらを簡単にご説明したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

 



 
 

 

 

司会：それでは、グループ全体の業績について、この 4 ⽉、経理担当執⾏役員に就任した中村博信
より、ご説明いたします。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

中村：中村でございます。早速ですが、2023 年 3 ⽉期の業績につきまして、ご説明いたします。 

連結売上⾼は 870 億 2,800 万円、前期⽐で 19 億 2,800 万円の増収となりました。中⼼事業である
テレビ社の放送事業収⼊が減収となりましたが、コンテンツ収⼊が増加したこと、加えまして、前
年スタートしたテレビ通販が通年化して増収となったことで、連結全体としましては 2.3%の増収
となりました。 

⼀⽅で、費⽤はコンテンツ関連費⽤に加え、減価償却費が増えたことなどで、増加いたしました。 

このため営業利益は 25 億 9,400 万円となり、前期⽐で 16 億 800 万円の減益。経常利益は 26 億
6,100 万円で 21 億 3,100 万円の減益となり、親会社株主に帰属する当期純利益は 13 億 5,400 万円
となりました。 



 
 

 

 

続きまして、セグメント情報です。 

売上⾼は、放送・コンテンツ、ライフスタイルともに前年同期⽐で増収となりました。 

放送事業は、主⼒のテレビ広告収⼊が前年を下回り、555 億 1,600 万円となり、前年同期⽐でマイ
ナス 1.1%の減収となりました。コンテンツの売上⾼は、テレビ社のコンテンツ収⼊が好調だった
ことなどで、173 億 8,700 万円となり、前年同期⽐で 14.6%の増収となりました。 

ライフスタイル事業では、ハウジングで前年同期にあった、⼤型の不動産販売の反動減でマイナス
になりましたが、通販は前年にスタートしたテレビ通販番組の通年化により、増収となりました。
ゴルフも堅調でした。 

その⼀⽅で、放送・コンテンツの営業利益は 26 億 200 万円となり、前年同期⽐でマイナス 10 億
5,200 万円となりました。コンテンツ関連費⽤や、それに関連する先⾏投資的費⽤などが増加した
ことが影響いたしました。 

ライフスタイル事業の営業利益は 4 億 3,300 万円で、マイナス 4 億 4,000 万円となりました。住宅
展⽰場関連費⽤や、テレビ通販での費⽤が増加したことが影響いたしました。 



 
 

 

 

当期の連結業績予想です。 

売上⾼は 900 億円で、前期⽐ 29 億 7,100 万円の増収を⾒込んでおります。営業利益は 25 億円、
経常利益は 27 億円と、ほぼ横ばい。当期純利益は 17 億円で、増益を⾒込んでおります。詳細は
次のスライドでご説明いたします。 

 

 



 
 

 

 

放送・コンテンツ、ライフスタイル、それぞれのセグメントで増収を⾒込んでおります。 

放送・コンテンツ事業全体では、売上⾼ 754 億円、前期⽐で 24 億 3,200 万円の増収を⾒込んでお
ります。 

放送は、4 ⽉から全国ネットの放送枠が増えたことや、TVer の好調を⾒込み、567 億円と、前期
⽐で 11 億 8,300 万円の増収を⾒込んでおります。コンテンツは、配信コンテンツの増加や、アニ
メ事業の拡⼤などで 186 億円、前期⽐で 7%増を⽬指します。 

ライフスタイル事業のハウジングでは、2 ⽉末に近畿圏最⼤規模の住宅展⽰場、千⾥住宅公園を閉
場いたしましたが、3 ⽉には新たなフラグシップとして、住まいと暮らしのテーマパーク、ウェル
ビーみのおを開場いたしました。 

通販は、新たな EC サイトや既存通販の強化・拡充により、18.5%の増収を⽬指します。 

放送・コンテンツ事業の営業利益は 23 億円とし、前期⽐でおよそ 3 億円の減益を⾒込んでおりま
す。全国ネット番組枠の新設に伴う番組制作費や、コンテンツの多⾓展開に向け、先⾏投資的な費
⽤が増えることが主な要因です。 

ライフスタイル事業は 6 億円、前期⽐ 1 億 6,600 万円の増益を⾒込んでおります。 



 
 

 

 

最後に、当期の配当について、ご説明いたします。 

前期は、中間配当は 10 円、期末配当 6 円といたしました。⼀株当たりの年間配当は 16 円でし
た。当期は、中間配当を 6 円、期末配当 8 円とし、年間配当は 14 円と予想しております。 

連結業績についてのご説明は、以上でございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

司会：続きまして、朝⽇放送テレビの業績について、朝⽇放送テレビ代表取締役社⻑の⼭本晋也か
らご説明いたします。⼭本社⻑、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



 
 

 

 

⼭本：朝⽇放送テレビの⼭本でございます。どうぞよろしくお願いいたします。では私から、朝⽇
放送テレビの業績について、ご説明させていただきます。 

まず売上⾼は、565 億 2,700 万円で、前年同期⽐ 7 億 1,400 万円の増収となりました。 

費⽤は、コンテンツ収⼊の増加に伴う原価が増えたこと、マスター更新などに伴う減価償却費も増
えたことなどで、11 億 1,000 万円増えました。 

このため、営業利益は 25 億 3,700 万円、経常利益は 29 億 8,700 万円で減益となり、当期純利益
は 19 億 6,800 万円で、1 億 5,400 万円増えました。 



 
 

 

 

次が、4 年間の業績推移です。 

テレビ広告収⼊だけに頼らない収益構造改⾰が進み、当期のようにテレビ広告市場が減速した中に
あっても、しっかりと売上を維持することができました。今後も、コンテンツの価値最⼤化によ
り、さらなる収益増を⽬指していきます。 

 

 



 
 

 

 

収⼊の内訳です。 

当期は、放送収⼊の減収を、コンテンツ収⼊の増加がカバーする形になりました。放送収⼊は 495
億 3,400 万円で、前年同期⽐で 1.9%の減収でした。 

イベントやインターネット展開などのコンテンツ収⼊は 66 億 9,400 万円で、前年同期⽐で 34.4%
アップいたしました。昨年夏の⾼校野球動画配信サービス、バーチャル⾼校野球で、プラットフォ
ームを⼆つに増やしたことや、コロナ禍からの復活もあり、催し物が好調だったことが貢献いたし
ております。 



 
 

 

 

主な放送収⼊の推移です。 

スポット収⼊は、⼤阪への地区投下が前年同期⽐で 5%以上を割り込む中、当社はシェアを伸ば
し、前年⽐ 97.7%と健闘いたしました。 

ネットタイムは前年⽐ 94.4%で減収です。これの主な原因は、⾃社制作番組の放送時間数の減少で
ございます。 

ローカルタイムは、前年⽐ 5%増で好調でした。 

TVer 配信は、第 2 四半期に配信したドラマなどが好調だったほか、相席⾷堂と⼤⼿量販店とのコ
ラボもあり、前年同期⽐ 22.9%増となりました。 



 
 

 

 

続いて、四半期ごとのスポット収⼊の推移です。 

上期はシェアを伸ばすことで、ほぼ前年並みを確保することができましたが、下期については、好
調だった前年同期の反動減で、前年には及ばず、通期で前年同期⽐ 97.7%となりました。 

 

 

 



 
 

 

 

スポット収⼊の業種別の増減については、円安や物価⾼の影響が⾊濃く反映され、化粧品・トイレ
タリーの出稿が減ったほか、情報通信は前年の⼤幅出稿増加からの反動減がありました。 

好調だったのは、コロナ禍からの回復で出稿が増えたレジャー関連。引き続き、リモートワーク関
連のサービスも好調でございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

次に視聴率ですけれども、関⻄地区個⼈全体の視聴率は、前年 3 位だったゴールデンタイムで 2 位
となり、全区分で ABC は 2 位となっております。 

 

 

 

 



 
 

 

 

こちらは、四半期ごとの視聴率順位の推移です。オレンジが当社でございます。 

2022 年 10 ⽉からの下期視聴率は、サッカーワールドカップ中継、それから 3 ⽉にありました
WBC 中継など、⼤型スポーツ案件に加え、ポツンと⼀軒家などのレギュラー番組、M-1 グランプ
リなどの単発番組の⾼視聴率もあり、全⽇、ゴールデン、プライムの 3 区分で 1 位となりました。 

 

 



 
 

 

 

2022 年度の主な成果は、ご覧の通りです。 

年末年始の特別番組は、引き続き⾮常に好調でございました。番組 IP の多⾓展開も進め、⼈気番
組を軸にした、リアル、リモートを織り交ぜたイベントの実施や、番組の舞台化などにも取り組ん
でおります。 

それから、インターネット展開も積極的に拡⼤いたしました。 

 



 
 

 

 

次に、当期の業績予想は、増収減益を⾒込んでいます。 

全国ネットの放送枠が増えたことや、配信コンテンツ数が増えることを⾒込み、前年同期⽐で
3.8%アップの 586 億 5,000 万円を⾒込んでおります。 

良質なコンテンツをつくり、国内外に向けた配信を含むマルチ展開を視野に、中⻑期的な収益源を
⽣み出していくことを⽬指してまいります。 

そのための先⾏投資的な費⽤が増えることになり、当期は減益となる⾒込みでございます。 



 
 

 

 

業績予想の詳細です。 

主⼒のスポット収⼊は、世界の情勢不安やデジタルシフトによる PUT の低下など、厳しい環境が
続いておりますけれども、当社は視聴率の向上や、スポンサーニーズの丁寧な掘り起こしなどで、
前年並みの収⼊確保を⽬指しております。 

ネットタイムの収⼊は、⽇曜プライム帯のドラマ枠新設により、前年同期⽐で 3.6%アップを⾒込
んでおります。 

コンテンツ収⼊は、配信コンテンツを増やすことや、番組 IP を活⽤したイベントなどの多⾯展開
を拡⼤し、18%アップの 79 億円を⽬指しております。 



 
 

 

 

2023 年度の主な取り組みは、ご覧の通りです。 

当社は今後、これまでコンテンツ展開の主軸としてきたバラエティー、スポーツ、報道に加え、ド
ラマを主要コンテンツの⼀つとして成⻑させていきます。そのため、4 ⽉⽇曜夜 10 時から、プラ
イム帯で連続ドラマを新設いたしました。 

国内のみならず、海外展開も視野に、良質なドラマにチャレンジしてまいります。 

⼈気番組でファンコミュニティアプリをリリースするなど、既存の番組 IP の多⾯展開もさらに拡
充していきます。 

そうして、こうした取り組みを今後、さらにスピードを上げて推進していくため、4 ⽉にはテレビ
社とホールディングス社のコンテンツ関連計 12 局からなる、コンテンツ戦略会議も⽴ち上げまし
た。さらなるコンテンツ事業の拡⼤を⽬指してまいります。 



 
 

 

 

最後に、当社の SDGs、社会課題解決に向けた取り組みについて、ご説明いたします。 

2021 年にスタートした、アスミライプロジェクトは、番組でのサステナビリティ関連情報の紹介
を強化しております。 

先⽉は、アスミライウィークとして 2 週間、朝と⼣⽅の情報番組を中⼼に、エネルギー、フードロ
スなど、多岐にわたる特集企画を放送いたしました。 

昨年夏に 1 周年を迎えた、ふるさと納税サイト、ふるラボでは、当社の⼈気番組とのコラボでの返
礼品開発や、⼤阪の百貨店でのイベント出店などを⾏っております。 

そして当社は、このふるラボなどでつながった地域、⾃治体、企業とともに、当社 IP を軸にし
た、新しいビジネススキームにもチャレンジしております。旅の情報番組、朝だ!⽣です旅サラダ
では、2022 年 3 ⽉に、旅サラダ EXPO を開催し、ふるラボでつながった地域、⾃治体がブース出
展し、⾮常に好評を得ております。 

当社は、社会のシアワセに貢献するコンテンツを創り、届けるというグループビジョンの中核を担
っていき、そしてこのビジョンに共感していただける⾃治体だけではなく、企業とも SDGs など、
社会課題解決に向けた取り組みをやっていきたいと思っております。そこには責任だけではなく
て、チャンスもあります。コンテンツ価値の最⼤化を図る中で、収益と社会的存在価値の両⾯で成
⻑していきたいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 



 
 

 

 

司会：それでは、グループの中期経営戦略 2nd STAGE について、朝⽇放送グループホールディン
グス社⻑の沖中より、ご説明いたします。 

 

 

 

 



 
 

 

 

沖中：引き続きまして、沖中でございます。では当社の中期経営戦略 NEW HOPE のアップデート
版と⾔いますか、名前は 2nd STAGE と呼んでおりますが、そちらについて、ご説明します。 

当社の中経は、2021 年から 2025 年の 5 年計画で、ちょうど今、そのほぼ折り返し点近くに来て
おります。その中で⾒えてきた課題、また残りの半分でさらに取り組むべき課題、施策も含め、
2nd STAGE としてアップデートした次第です。 

 



 
 

 

 

まず、こちらは現中経のビジョンと四つの重点⽬標です。 

全社員で取り組む、この四つの重点⽬標。それから、それをもとに、最終年度に連結売上⾼ 1,000
億円、営業利益 57 億円、経常利益 60 億円達成というのを、定量的な⽬標としております。今回
もこの⽬標は変えておりません。 

 

 



 
 

 

 

2nd STAGE は、引き続き、当社グループの最⼤の強みであります、多彩なコンテンツ、それから
コンテンツを創るクリエイティブな⼈材を最⼤限に⽣かして、さらなる成⻑を⽬指していきたいと
思います。 

 

 

 



 
 

 

 

中経のスタートから 2 年ですが、当社を取り巻く事業環境は激しく変化しております。 

上に三つ箱が書いてありますけれども、メディア業界はご存じのように⽇々⼤きく変わっておりま
すし、テクノロジーにつきましては、⽣成 AI、Web3 など、劇的に変化、進化しております。社会
環境もご覧の通りです。 

こういった変化の中、やっぱり何といっても、事業の変⾰にチャレンジすること、意識改⾰するこ
とが、このミッションを果たすために必須であると、位置づけております。 



 
 

 

 

では、その 2nd STAGE の重点施策を三つご説明します。これは、先ほどもご覧いただきました、
四つの重点⽬標のさらなる推進という意味合いでございます。 

⼀つ⽬は、⼈材育成、強化でございます。われわれはこれを⼈材交差点構想と呼んでございます。
当社は、多様な⼈材が⾏き交う場となって、グループ社員もともに成⻑していける場をつくってい
きたい。そして、ダイバーシティ、インクルージョンを強く意識して、新たな発想やイノベーショ
ンにもつなげていきたいと考えております。 

⼆つ⽬の DX ですが、いよいよ推進からビジネス創造のフェーズへと⼊っていこうと考えておりま
す。今までやってきましたグループでのデータ蓄積を今後利活⽤し、そしてデジタルセールスにも
注⼒していきたいと考えています。 

三つ⽬ですが、なにわ筋・中之島 ART ARC 構想ということで、これは当社本社屋が位置しており
ますのが、このなにわ筋・中之島エリアでございまして、この近隣企業とともに、アート、健康、
エンターテインメントをテーマにして、地域の活性化を進めてまいります。 

また本社周辺でも、実は情報発信、コンテンツ制作拠点の計画も、現在進⾏中でございます。 

そして、これらの先には、2 年後、⼤阪・関⻄万博も⾒据えております。 



 
 

 

 

次に、成⻑投資戦略をお話しさせていただきたいと思います。投資を四つの項⽬に、ざっと整理し
てございます。 

⼀つ⽬ですが、M&A 戦略です。コンテンツやライフスタイル事業の機能を新たに獲得したり拡張
するために、引き続き取り組んでまいります。それから CVC、コーポレート・ベンチャー・キャ
ピタルですが、これを活⽤し、オープンイノベーションをより強く意識することで、優れた技術や
⼈を囲い込んでいきたいと考えています。 

⼆つ⽬ですが、DX によるビジネス創造。こちらも、デジタル領域でコーポレート・ベンチャー・
キャピタルを利⽤した投資、さらには M&A などの投資⾏動を通じて、業務提携を図っていきたい
と考えています。 

三つ⽬は、⼈材への投資、いわゆる⼈的資本投資です。これは、最も重要なテーマの⼀つでござい
ます。これは少し先の⻑い将来を⾒据えたものですが、5 年、10 年後の当社の企業価値向上のた
めには、⽋かせないものだと思っております。 

そして最後、社会貢献についてですが、サステナビリティへの取り組みは、当社にとって⼤きな柱
となっております。関⻄に 70 年以上根ざしてやってきた当社にとって、地域との共⽣は、これま
でそしてこれからも、より重要になっていくことは間違いありません。 

社会とともに当社⾃体もサステナブルに成⻑するために、これはぜひとも必要な取り組みだと考え
ております。 



 
 

 

 

続きましては、財務戦略です。3 項⽬を設けております。 

⼀つ⽬ですけれども、当社もこの数年で、ある程度事業が広がってきました。⽬標とする資本コス
トを視野に⼊れながら、事業ポートフォリオを最適化することが必要になってきました。 

また資本コストにつきましては、現在、さまざまな取り組みを通じて、経営幹部から関連各社社⻑
に⾄るまで、意識の向上を進めております。 

⼆つ⽬ですが、継続的にコンテンツ投資を⾏い、再投資そして拡⼤させていくことで、コンテンツ
事業を⼤きくスケールさせていきたいと考えております。これは、中期経営戦略実現の要とも⾔え
ます。 

最後ですが三つ⽬。成⻑投資には当然のことながら資⾦の問題があります。財務の健全性と効率の
バランスを考えながら、引き続き資⾦調達を考えていきます。 

まずは、持てる資産を効率よく利⽤しながら、戦略的に実⾏していこうと考えております。 



 
 

 

 

次は、中期経営戦略、ローリング数値、定量⽬標ですが、簡単に説明しておきます。 

最終年度である 2025 年度において、売上⾼が 1,000 億円、営業利益 57 億円を達成するという⽬
標は変わりません。⾜元の状況を踏まえ、途中年度のラップを若⼲⾒直しております。 

昨年度は予定よりビハインドしてしまいましたけれども、予定していました計画案件などがちょっ
と遅れてしまったこと、あるいは期ずれなどがあったことなどが原因でございます。今年度 2023
年度以降、リカバーしていく計画でございます。 



 
 

 

 

こちらはセグメントごとの内訳でございます。 

最終年度での売上は変わりませんけれども、少し配分を微調整しております。利益⾯でも、コンテ
ンツ事業をより厚めにして伸ばしていく予定でございます。 

 

 

 

 



 
 

 

最後に、ちょっと⼀⾔ですが、この中経は 2025 年までですが、先ほども申しましたように、私達
を取り巻く環境は、本当にすごいスピードで変化しております。 

今はこの中経のその先のことも考えていかなければならないフェーズに来ております。まずはその
ため、現時点である程度⼤きな指針だけをまず⽰しておきました。 

当社の第⼀⽬標は、何といっても中⻑期での企業価値の向上です。もちろんそのためにはキャッシ
ュも必要ですし、期間損益も整えなければなりません。また、財務⾯だけでなく、インクルージョ
ンも⼤切なキーワードと思っております。社内だけでなく、社会に対してもインクルーシブに接し
ていかなければなりません。サステナブルの本質は、そこにあると考えております。 

こうしたビジョンを考えると、やはり⼈材がそのカギとなってきます。全グループの従業員が、⼈
材⼒の強化を意識していくことが、この中経の 2nd STAGE を含め、今後の当社グループの成功に
つながると考えております。以上です。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 
 

 

質疑応答 

司会：当社からのご説明は、以上となります。それでは、質疑応答に⼊らせていただきたいと思い
ます。本⽇は、説明内容および質疑応答の書き起こし配信サービスの取材が⼊っておりますので、
ご了承ください。なお、ご質問は、アナリスト、機関投資家の⽅を優先させていただきます。 

ではご質問のある⽅、どうぞ挙⼿をお願いいたします。1 名の⽅よりご質問いただいております。
ありがとうございます。どうぞ。 

質問者 ：ご説明ありがとうございました。⼀問⼀答がよろしいでしょうか、まとめて質問したほ
うがよろしいでしょうか。おおむね 4 問と想定しております。 

司会 ：それでは⼀問⼀答にさせていただきます。 

質問者：かしこまりました。1 問⽬は、今期のご想定、スポットを前半の地区投下をあまり強く⾒
込んでらっしゃらないのかなと思ったのですが、業種別に強い弱い、かなり強弱感があろうかと思
いますので、5 ⽉までの業種別の、今の広告主様の出稿意欲と、6 ⽉以降こういったところに期待
しているものがあれば、この前提条件を確認させてください。これがまず 1 問⽬です。 

司会 ：ありがとうございます。では、⼭本社⻑お願いします。 

⼭本：スポットは、先ほどご説明しましたように、今年度、当社としては、通期で前年 100 と⼀
応予算は置いております。ここのところの流れ、それから PUT の低下等もいろいろ踏まえます
と、何とか前年 100 で、スポットはキープしていきたいと、市場的にもそのように読んでおりま
す。 

⾜元は、下期から引き続き傾向は変わっておりません。そういう意味では、コロナが明けてきつつ
あるということで、やはり交通・レジャー・外⾷・サービスという辺りが、⽐較的⼤きく伸びてき
ているということ。それからキャッシュレスの⾦融、それから、これも引き続き、⼈材サービスの
辺りも⼤きく伸びてきております。 

これから期待したいところというと、半導体でなかなか⾃動⾞が、かなり出稿が⽌まっておりまし
たけれども、下期にモーターショー等もあると聞いておりますし、⾃動⾞関連がかなり戻ってくる
んではないかなと期待はしております。 

それから、スポットの主要である⾷品とか化粧品・トイレタリーの辺りが、昨年度からの値上げ等
で、やはりかなり落ち込んでおります。この辺りが早く戻ってきていただければ、スポットとして
も、もう少し活況となるのではないかなと感じております。 



 
 

 

質問者 ：ありがとうございます。2 問⽬は、番組費に関するご想定です。今期、前期⽐で 8%の増
加を⾒込んでいらっしゃいますけれど、ご説明の中では、ドラマなどをフォーカスする旨のお話が
ありましたので、ドラマ中⼼に費⽤の増加を⾒込んでらっしゃるのか、それが何か特別番組であっ
たり、スポーツを含め、特別番組、何か⼀過性のもので、⼤きなものを想定されているのか、この
辺りの前提を確認させてください。 

ドラマであれば、昨今⼆次利⽤で伸びやすいので、⼀概に費⽤が増えるという側⾯ではなくて、配
信も含めて、従来よりも収益が伸びるという期待が持てそうなものなのか、この番組費の増加に込
める思いについて、ご説明いただければと思います。これが 2 問⽬です。 

⼭本 ：引き続いて、私からお答えいたします。今おっしゃっていただいたように、制作費の伸び
については、当然のことながら、⽇曜⽇ 22 時、この 4 ⽉から始めましたドラマ枠の制作費増が含
まれます。 

スポーツ物件は在阪局ですので、そんな⼤きな権利ものもありません。 

それから、収⼊⾯は、我が社も含めて、かなり他社もこの 4 ⽉改編でドラマ枠を増やしているとこ
ろがあります。 

そういう意味で、やはりリアルの放送だけではなくて TVer の⾒逃し、それから配信プラットフォ
ーム配信での収益も含めて、このドラマ制作に舵を切っているということでございます。 

当社は、ドラマのコンテンツ⾃体が、先ほど TVer のところでご説明させていただきましたけれど
も、ローカルドラマは⽇曜⽇で 2 枠やっており、それらを配信していますが、やはり制作費をかけ
たしっかりとしたクオリティーの⾼いドラマが必要だと考え、今回、プライム帯でのドラマをスタ
ートしました。コンテンツが溜まっていくまでの間は、今年度は結構収⽀は厳しいかなと思ってい
ますけれども、いずれこれは⼤きな源になると考えていますので、そのような戦略で、この 4 ⽉に
舵を切ったということでございます。 

質問者 ：ありがとうございます。3 問⽬は、中経に対するコンテンツ系の実績、今の達成度合いに
ついてです。中経資料の中では、2025 年度の姿ということで、コンテンツで初年度⽐ 100 億円ア
ップを⽬指すという記載がありまして。 

実写の部分は、先ほどのドラマの強化なので、おそらくここから上へぐっと伸びていって、⼀⽅で
営業利益⾯では今年ちょっと苦しいような印象を受けておるんですけれど、もう⼀つのほう、⼤き
な塊として、アニメについてはいかがでしょうか。 



 
 

 

ちょっと、全体の積み上がりがイメージしづらい部分もあるんですけれど、説明会資料では、主な
⼦会社の売上と営業利益を記載していただいていて、やや今年は営業利益⾯で苦しかったのかなと
思っております。 

実写のコンテンツについては、先ほどご説明ありましたので、アニメについては、2023 年 3 ⽉期
は⼤体想定通りだったのか、営業減益ではあるけれど、先⾏投資がその利益を押し下げる主な要因
なので、想定通り今年は先⾏的に費⽤がかかって、この後営業利益を押し上げるようなイメージが
持てそうなのか、アニメの中期的な成⻑戦略について、現時点での達成度合い、⼿応えについて、
確認させてください。これが 3 問⽬です。 

沖中 ：ご質問ありがとうございます。アニメは、終わった期、2022 年度は、いろいろ要因があり
ましたけれども、全体的には順調には推移しております。ただ、コロナによる影響で中国からの納
品が遅れたり、そういうことがありまして、結構売上は未達のところとなりました。その分、今期
のほうに回っております。 

それともう⼀つ、これも中国のある⼤⼿不動産会社が経営するアニメ会社が、実は倒産いたしまし
て、われわれもある程度出資、製作委員会をわれわれが幹事をしておりましたので、その分の損が
かぶったと。ある程度回収はしておりますけれども、そういう中国関連で、ちょっといろいろトラ
ブルがありました。 

それでもなおかつ、ある程度のところまでは来ているんではないかなと思いますし、今年度は、前
年にいろいろ遅れた分を取り戻すべく、かなり⼒を⼊れてやっております。おそらく、かなり良い
数字が出てくるのではないかなと考えております。以上でございますが、よろしいでしょうか。 

質問者 ：ありがとうございます。最後、4 問⽬は、資本コスト、資本効率についてです。今回、説
明会資料の中には、資本コストを意識した経営資源配分というコメントがございますが、具体的な
資本コストそのものの⾔及は結構なので、例えば、外部から⾒て確認できる指標、代表的なもので
あれば ROE のような、資本に対してこのぐらいのリターンは期待したいという数字があれば、そ
れを伺えればと思っております。 

仮にそういったものがないのであれば、業績⽬標を出されていますので、この営業利益、経常利益
を達成できた場合には、このぐらいの当期利益になるので、それをもとに結果として出てくる
ROE はこのぐらいを期待してくださいというのが趣旨であれば、それでも結構なので、何か定量
的な数字で資本効率の改善を意識できるような数字があれば、伺えればと思います。これが最後の
質問です。 



 
 

 

沖中 ：定量的なものは、今後、出していきたいと考えております。ただ本⽇時点では、何パーセ
ントを⽬指すというのは、⽤意してございません。ただ、財務戦略に書いてありますように、財務
戦略のトータルでどういうふうにやっていくかというところは、社内で、議論を始めていますし、
ROE につきましては、稼ぐ⼒をアップすると同時に、バランスシートもいろいろ考えておりま
す。特に、バランスシートの中で、資産をいかに効率よく動かしていくかというのが重要だと考え
ており、その中で、ROE も上げていきたいと思います。当然ながら、利益も上げていきたいと思
っております。現在、社内で意識向上を進めていますが、施策もいくつか⽤意しております。 

質問者 ：ありがとうございます。また追加の情報を楽しみに待ちたいと思います。 

沖中 ：また、すぐにというわけにはいかないですけれども、半年、1 年かけて、動かしていこうか
なと思っております。今まであまりしてこなかったので、やれること、余地は結構あるのではない
かなと、思っております。よろしくお願いします。 

質問者 ：ご説明、ありがとうございました。 

司会 ：ご質問ありがとうございました。他にご質問のある⽅、いらっしゃいますでしょうか。 

それでは、質問もございませんようですので、説明会を以上で終了させていただきたいと思いま
す。本⽇はご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 


